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目の大きさを取り決めたり等、乱獲を防止するためのルールが島内に存在した。一八九一年には、 「魚が樹木の木陰に集まる」という習性を発見した中條石太郎 よ 、島内中央部に位置する矢筈岳に中條の私費で樹木が植えられる。結果魚類 木陰 海域 寄り集まるようになり漁獲量は安定し、この事業は成功を収めた。　
前述の製塩業の衰退もあり、戦後の姫島において漁業は中心的産
業とな 。二〇〇八年時点で、姫島村の漁業就業者数は三二三人、漁港数は三港、漁船隻数は二〇七隻である。漁法は 刺網や釣、はえ縄、潜水、たこつぼ ど多種多様な漁法で営まれており、主な魚種は、海藻類（ひじき、わかめなど） たちうお、 こ、ひらめ・かれい類、すずき どである。また、養殖による車えび生産も有名で、大分県内の車えび生産量のほとんどをこの が占 ている。　
漁業関係のイベントとしては、毎年五月下旬には「姫島かれい祭
り」 、十月下旬には「車えび祭り」が開催されて、九州本土から多くの観光客が詰め掛けている。二．姫島における魚味噌加工業 かなん 工房」の概要　
姫島には「かなんど工房」という魚製品の加工・販売組織がある。
この組織は、姫島で獲れた魚を することで付加価値を付けて販売する任意組織である。もともと漁協の加工場で働いていた方が独立して設立された経緯があり 現在、島 在住の三名の女性を中心に経営している。　
前述のとおり姫島において漁業は基幹産業であるが、漁獲物は少











































































































































































図にみるようにサービ ・ラーニングとは、文字どおりサービス（貢献活動）とラーニ グ（学習）をつなげる活動である。大学で学んだ学問的な知識・技能、特技を活かして、地域社会の諸課題を解決するために組織された社会的活動を学外で行い その活動体験を通して学びを獲得することを目指す。　
サービスラーニング活動におけるサービス（貢献活動）とラーニ
ング（学習）の両面から る 、これら両方の性質 バランスよく持っている事業が望ましい。　
究極的には、学生主体のＰＤＣＡ（企画立案、実施と調整、






























域の対象が曖昧であり、かつ手法ごとの実証が非常に困難である。例えば、筆者のうち安倍が委員を務めている大分市中心市街地活性化協議会でも、街 「にぎわい」が商店街の歩行者という形で指標化され、達成すべき数値目標として設定されてきた。 「交流人口」はまさに、この「にぎわい」 類するものであろう。それ 数値の量だけではなく、質について吟味する必要がある。農山村と都 との交流活動やグリーンツーリズムの例は、徳野（二〇〇八）に詳しく指摘されているが こ 「交流人口論」は何も農村に限定したものではない
⑱。 「交流人口論」について、次のようにもう少し広く
捉えておこう。イベント企画や情報発信等によってインターネットを含むメディアでの認知を高め 実際 足を運んだりバーチャルにでも関わりを持ったりする人々 れを増加させるこ である。補助金事業で行われるポータルサイトの設置やＳＮＳ発信の導入で安心してしまうケース 、こうした思想を基礎に って 。　
先述の徳野が提示する地域活性化の「目的」からいくと、少なく


























は、いわゆるビジネスコンテスト（以下、ビジコンと略記）に近い形態での実施となったが、姫島合宿とビジコンとの違いは、姫島合宿がサービスラーニングであ 点に尽きる その場の構想限りのビジコンとは違って、学び 要素が強い。補説での定義を用いればサービス提供にお ても においても、ビジコ の優れた点を包含している。　
姫島合宿は最終成果として、合宿の最後に事業計画のプレゼン大















研修と呼ばれる。前節最後に詳しく検討した姫島村のかなんど工房の見学、情報交換を経た後、魚味噌を売り込むための会社を作るという想定のもと、最終的なプレゼン大会で順位を決定する前提でスタートした。以下に 手順 ポイント 示しておきたい。　
最初に、簡単なブレインストーミングを実施。魚味噌の販売促進


























職業・職責・生活パターンなどを明確にしておく） 。売りたい人によって戦略が変わるからである。消費者レベルでは、一個人を念頭に置いていく。酒 あて・つまみとして魚味噌を購入してくれる年配 男子、レストランのパスタとし 消費する若い世代、 「骨粗しょう症を予防したいあなたに食べて欲しいです」 「受験 苦しむあ たにみて欲しいです」等
である。
　　
また、大口ロットの顧客では、居酒屋等の店長か社長かが決裁者である。人間ＶＳ人間で作戦を立てていくため、参加各グループは 一個人を想定し絞り込んでいった。例えば、同じ居酒屋の店長（店舗責任者）でも、一方は、年齢：二十八歳女性、三〇〇万円の年収、朝寝て昼起きるという生活パターンには、レシピを添付して営業する。他方で 四十六歳（家族有）居酒屋の店長（男）では、五五〇万円の年収、平日休みの日 家族にご飯 作ってあげるような生活パターンといった感じである。
③
　
企業理念（代がかわっても変わらない） 、経 理念（やりに関する理念・代がかわると変わる） 、経営方針、中長期ビジョン、単年度ビジョン、それぞれ 策定も重要な要素である。利益を得 会社の理念 多く 社会 問題解決につながっていることが多 。多く 人が抱えている問題を解決するからこそ、利益がついてくるというわけである。この論点は、補説に論じたサービスラーニングについても、三節 一に論じた交流人口論 対しても、鋭い問題提起となってい社会の問題を手弁当のボランティアで解決しよ とし も、持続しない。そこには、なんらかのビジネス（金儲け）を介在させねば、ボランティア 要素が強すぎると一、 二年程度で立ち消えるサービスにしか結実しない。
④
　









姫島合宿では初めての実験的なものではあったとは え、先述の新納ビジネスマスターズに無償提供いただいた手法に多くを依拠したため、経営を志す者 アントレプレナーシップを身につけたい者にとっては、実費のみで学べるという格好の機会であった。三．参加者からの提案発表と「かな 工房」からの講評　
以下は、各グループからの提案と講評である。
【Ａ班・資本金三〇〇〇万円】 「九州一」 。これを標榜するため、九州各地の米と合わせて販売する。【Ｂ班・資本金一億円】 「本当 食とは何か」 。全ての未来 健康を願い、安心と安全を届ける いう理念 ウェブ、店頭、飲食店各セクター間でレシピを共有して調理法を拡散。【Ｃ班・資本金一〇〇〇万円】 「五十年後も愛され続ける」 。海外向けに栄養価の高さをア ールし、ハラル認証（イスラム教徒が食べられるように）を取る。インターン制を導入して後継者の育成。売上は重視しない。
【講評】（Ａさん）現実と比べて計画が過大すぎるという印象。（Ｂさん）将来そうなりたいという目標を模索できた。 「五十年後愛される」には共感。（Ｃさん）プレゼンテーションはあくまで想定、理想である。理想を現実に近づけるヒントを与えてもらった。 「儲ける」 ことがまだわかっていない。今は、来た案件をこなしていくこ が自分の日常。四．結びに代えて　
本稿では、姫島でのサービスラーニングに合わせ、いくつかの方
向性から論述を進めてきた。　
姫島に根付いている女性 ワ クシェアリ 文化をうまく活用
して無理のない働き方を実現できており、上下関係・年齢・居住地を問わずダイバーシティを重視した方針で、働きやすい企業となっている。一方、安定的な販売収入確保のためには、学生たちが練上げて提案したような取り組み し いくことが鍵となる。　
実施するすべての関係者感の信頼関係が大前提となるが、実際の
















































































































































































































































































サービス・ラーニングの全学的展開を目指して」 、 『立命館高等教育研究第七号』 、立命館 学大学教育開発・支援センター、pp21-40
徳野貞雄、二〇〇八、 「農山村振興と都市農村交流活動の類型化」
『文学部論叢
　
九六』
( 総合人間科学篇
) 、熊本大学、
pp.67-79
矢守克也、二〇一〇、 『アクションリサーチ
-- 実践する人間科学』 、
新曜社
－ 217 －
